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これまでの勉強会や、スポーツに関する都や区の動向をふまえて整理した、
「東部地区沿川まちづくりの考え方(案)」と「検討すべき3つの方向性」に関する意見を募集

■“持続可能な地域を目指し、人にも環境にもやさしいまち”について
• いろんな人が一緒に集える場や行事によって、持続可能な地域ができると良い
• 郷土愛を感じさせるような「うるおいとやすらぎのまちづくり」を進めてほしい
• 「環境」に配慮した取組を充実させていくことが必要

主な意見

■“スポーツを核とした共生社会の実現、にぎわいの創出”について
• スポーツ施設には、誰もが楽しめるという一貫性が必要
• 地域内の施設を再構築し、共生社会の実現に努めていくことが必要
• アイススケートリンクの通年営業など、いつでも安心して利用できる施設があると良い
• 氷上競技など、特徴ある競技ができる施設を目指すと良いのではないか
• 様々な施設があるので、外から人が来れば地域もにぎわうのではないか

■検討すべき３つの方向性について
• くつろぎの家跡地につくる施設は誰でも利用して楽しめるものにしてほしい
• スポーツランド周辺を、子供達から高齢者まで集えるようなスポーツ公園にしてはどうか
• 清掃工場からの余熱を、地域住民、江戸川区民のために活用していくことが必要

◆ 次回の勉強会は、令和４年初夏頃開催予定です。
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①共生社会の実現に向けたスポーツ環境 の整備
②スポーツランドの魅力を活かした周辺の整備
③清掃工場の余熱を活用したくつろぎの家跡地周辺の整備

【検討すべき３つの方向性】
 持続可能な地域を目指し、

人にも環境にもやさしいまち
 スポーツを核とした

共生社会の実現、にぎわいの創出

【東部地区沿川まちづくりの考え方(案)】


